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Analysis of individual support function by community social worker 
at general consultation and support center
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Summary: In recent years, the establishment of general consultation and support centers 
and the placement of community social workers have been spreading as an effort to resolve the 
problem of compartmentalization in Japan’s social welfare system and as an approach to the 
problem of needs not covered by the system. This community social worker is not positioned 
in national law, but is unique initiatives of each local government, so the required roles and the 
roles it plays are different. To investigate the range of individual and family support functions 
performed by community social workers at general consultation and support centers, this study 
analyzed the support records of community social workers in City A from April 1 to April 30, 
2018, and they discovered the following seven functions: (1)Attentive listening(assessment), 
(2)Service introduction and coping suggestion, (3)Coordination and Liaison (information 
sharing and reporting), (4) Coordination and Liaison (consultations and requests), (5)Procedural 
support, (6)Provision of commodities, (7)Accompany support.


























































































ソーシャルワークの８つの機能として 1. 広範なニーズへの対応、2. 本人の解決能力の向上、3. 連





































Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区
人口割合 24.2 23.1 25.6 9.7 17.4

























　Ａ市のコミュニティソーシャルワーカーが 2018 年 4 月に対応したケース数は 46 ケース、対
応回数は 209 回であった（表 2）。各地区の内訳について対応ケース数はＢ地区が 10 ケース、
Ｃ地区が 9ケース、Ｄ地区が 7ケース、Ｅ地区が 9ケース、Ｆ地区が 11 ケースであった。こ
れは新規相談と継続相談の両方を含んでいる。また、対応回数は、関係機関・団体との連携も









表２　地区別対応ケース数および対応回数と対応内訳［2018 年 4 月分］ （人）
Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 計
対応ケース数 10 9 7 9 11 46
連携機関・団体数 2 1 1 1 12 17




訪問相談 2 9 2 15 7 35
来所相談 5 18 5 6 29 63
電話相談（架電） 7 2 1 2 23 35
電話相談（受電） 4 6 1 3 62 76
　コミュニティソーシャルワーカーが対応している世帯の主な相談内容と世帯状況、相談方法
別の内訳を整理したものが表３である。総合相談支援窓口であることから対応している年齢は
10 代から 90 代まで幅広くなっているが、世帯構成員それぞれが何らかの生きづらさを抱えて
いる複合ニーズ世帯が多い特徴がある。また、相談内容で最も多いのは経済的問題であり、家



























B 1 ライフライン 難病の単身 40 代男性 1 　 　 　
B 2 住宅 精神障害の 40 代姉、40 代弟　 　 　 　 1
B 3 社会資源 40 代夫婦、発達障害の未就学児 1 　 2 　
－ 23 －
B 4 家計、孤立 発達障害の 40 代娘、70 代母　 　 　 1 　
B 5 近況報告 不就労の単身 50 代男性　 　 1 　 　
B 6 家計、健康 単身 60 代男性 　 　 1 　
B 7 居住 単身 70 代男性 　 　 　 1
B 8 就労 単身 70 代男性 　 1 　 　
B 9 就労 単身 70 代男性 　 1 2 　
B 10 借金返済
80 代祖父母夫婦、50 代父、40 代母、20 代の子 2人、
10 代の子
　 2 　 1
C 11 家計 単身 50 代女性　 2 　 　 　
C 12 体調 精神障害・知的障害の 50 代妻、30 代夫 1 　 　 2
C 13 家計 精神疾患の 50 代妻、てんかんのある 50 代夫 3 3 　 3
C 14 健康 60 代兄、50 代の弟 　 3 　 　
C 15 家計 単身 60 代男性 　 1 　 　
C 16 家計 60 代父、知的障害の 60 代母、知的障害の 30 代娘 2 6 　 　
C 17 金銭管理 単身 70 代男性 　 2 　 　
C 18 金銭管理 発達障害のある 70 代男性 1 1 　 1
C 19 手続、家計
70 代夫婦、知的障害の疑いのある 50 代娘、知的
障害の疑いのある 40 代息子
　 2 1 　
D 20 家計、住宅 40 代母、学齢期で不登校の児童 2人 1 　 　 　
D 21 家計 4世代同居の 70 代男性 　 1 　 　
D 22 介護サービス 要介護の 80 代親、50 代の娘 　 1 　 　
D 23 面談 60 代夫婦、ひきこもりの 30 代息子 　 1 　 　
D 24 安否確認 単身 70 代男性 1 　 1 　
D 25 近況報告 単身 80 代男性 　 1 　 　
D 26 サービス利用 80 代母、50 代息子 　 　 　 1
E 27 借金返済 精神障害の 30 代女性の叔母 　 1 　 　
E 28 家計
知的障害の 50 代父、精神障害の 40 代母、学齢期
で知的障害の子
1 　 　 　
E 29 家計、 60 代父、休職中の兄、知的障害の弟 　 1 　 1
E 30 金銭管理 単身 70 代男性 2 1 　 1
E 31 家計 70 代父、外国出身の 50 代母、6人の子 2 1 2 1
E 32 家電修理 精神障害の 70 代母、知的障害の 40 代息子 8 　 　 　
E 33 近況報告
70 代父、知的障害の疑いある 70 代母、ひきこも
りの 40 代娘、知的障害の 40 代息子
　 1 　 　




1 　 　 　
Ｆ 36 近況報告 知的障害の 30 代男性 　 　 　 2
Ｆ 37 家計 外国籍の 30 代夫婦、未就学児 1 1 　 　
F 38 就労、学校
知的障害の 50 代父、知的障害の 30 代母、知的障
害のある姉、学齢期で不登校の妹
2 8 4 24
F 39 家計 単身 60 代男性 　 1 　 　
F 40 食事 60 代父、離婚した兄、知的障害の弟 　 1 　 　
F 41 家計 単身 70 代女性 1 　 　 　
F 42 家計 70 代母、30 代息子 2 3 　 1
F 43 近況報告 70 代夫婦、知的障害の 40 代息子 　 4 　 1
F 44 近況報告 単身 80 代女性 　 1 　 　
－ 24 －
F 45 就労、医療
認知症の 90 代祖母、60 代夫婦、知的障害・身体
障害の 30 代息子
　 3 2 13
F 46 受診
外国籍の 50 代夫婦、20 代姉、知的障害の疑いが
ある学齢期の児童　
　 2 　 1
　こうした相談対応がどのような機能を担っているのかを分析したものが表４である。機能の


























































表４　地区別個別支援機能の内訳［2018 年 4 月分］ 回（％）
Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 計
傾聴（状況確認） 15（51.7） 34（68.0） 9（64.3） 26（53.1） 80（47.3）164（52.7）
資源紹介、対応提案 8（27.6） 9（18.0） 4（28.6） 12（24.5） 30（17.8） 63（20.3）
連絡調整（情報共有・報告） 0（	0.0） 1（	2.0） 0（	0.0） 0（	0.0） 31（18.3） 32（10.3）
連絡調整（相談・依頼） 4（13.8） 2（	4.0） 1（	7.1） 2（	4.1） 18（10.6） 27（	8.7）
手続き支援 2（	6.9） 3（	6.0） 0（	0.0） 1（	2.0） 5（	3.0） 11（	3.5）
物資提供 0（	0.0） 1（	2.0） 0（	0.0） 7（14.3） 3（	1.8） 11（	3.5）









































技術」を整理している。そのうち技術として挙げられているのは 25 項目（1. アウトリーチ、2. 危
機介入、3. 個別アセスメント、4. 組織アセスメント、5. 地域アセスメント、6. 個別プランニング、
7. 地域プランニング、8. 評価、9. アドボカシー、10. ケースカンファレンス、11. グループワーク、
12. ネットワーキング、13. 関係者の連絡調整、14. 社会資源の活用・調整、15. 社会調査、16. プ
レゼンテーション、17. ファシリテーション、18. 調停、19. 組織化、20. 管理運営、21. 社会資源
の開発、22. ソーシャルアクション、23. スーパービジョン、24. コンサルテーション、25. その
他）である。これらも個別支援と地域支援の双方を含んでいることから、個別支援に関するも
のを抜き出すと、「1. アウトリーチ、2. 危機介入、3. 個別アセスメント、6. 個別プランニング、
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